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研究成果の概要（和文）：日本の 1960 年代において、文学概念の再編が社会的・思想的・政治

的な諸言説と重層的に干渉し合いながら、どのように行われたのかを総合的に究明した。純文

学／大衆文学、カルチャー／サブカルチャー、文学／政治、事実／虚構といった 1960 年代の

文学をめぐる新たな境界の生成を 1930 年代前後の諸言説と対照させながら、60 年代の文学が

何を構造的に反復していたのかという、戦前と戦後を貫く近代日本の知的言説の歴史的特質も

明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：In this research, we have undertaken a comprehensive investigation 
in order to show how literature in 1960s Japan was reconfigured within the multi-layered 
social, intellectual and political discourses of the time. Competing ideologies and concepts – 
pure literature/mass literature, culture/subculture, literature/politics, fact/fiction – 
generated new literary boundaries in the 1960s. We compare these concepts with multiple 
discourses from the late 1920s through the early 1940s to determine what elements are 
structurally reiterated in 1960s literature, thereby revealing the particular features of 
modern Japanese historical and intellectual discourses that span the pre- and post-WWII 
periods. 
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１．研究開始当初の背景 
 
1960 年代の日本において、政治、経済、思

想、文化等々様々の領域に渉る〈戦後〉体制
の再認、再検討が行われた。情報メディアの
飛躍的な進展、東西対立を軸とする国際政治
体制の固着と混乱、日本における大衆化社会

の拡大、ラディカリズムの高揚と破裂、サブ
カルチャーの隆盛と定着、等々その具体的な
表徴は枚挙に暇がない。それらの事象につい
て、政治史的な観点から言及する近年の成果
としては、小熊英二『〈民主〉と〈愛国〉 戦
後日本のナショナリズムと公共性』（新曜社 
2002）、糸圭秀実『LEFT ALONE―持続する
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ニューレフトの「68 年革命」』（明石書店 
2005 ）、北田暁大他編『カルチュラル・ポリ
ティクス 1960/70』（せりか書房 2005）な
どがある。 
しかし、文学史におけるその時期の展開も、

〈戦後〉から現代に至る重要な転換点となっ
たことを見逃すわけにはいかない。 
渡部直己『かくも繊細なる横暴―日本「六

八年」小説論』（講談社 2003）、芳川泰久『書
くことの戦場―後藤明生・金井美恵子・古井
由吉・中上健次』（早美出版社 2004）のよ
うな「1968 年作家論」もあるが、少数の特
権的な小説家の分析に限定された「文芸批
評」にすぎない。近代日本における「文芸批
評」というジャンルが、西欧において「哲学」
が担ったようなオピニオンリーダーとして
の役割を代替したことはつとに指摘される
ところであるが、それが 1970 年代以降のい
わゆる「近代文学の終焉」へと収束する決定
的な契機は、1960 年代における文学概念の
変容にある。 
 今回の共同研究メンバーの多くは、1930 年
代の文学・思想についての集中的な共同研究
を既に行っており、文学・思想懇話会編『近
代の 夢と知性―文学・思想の昭和一〇年前
後―』（翰林書房 2000）を出版し大きな話
題を呼んだ。その成果を現代的な問題へと接
続するとき 、60 年代の文学・思想というテ
ーマは不可避の階梯としてある。共同研究メ
ンバーの多くは、2002 年、韓国において〈戦
後〉をテーマとした日本語文学についての国
際的な研究会を開催（韓国日本文化学会との
共催）し、その後も継続的に関連テーマで研
究会を開くなど、今回のテーマに関する準備
を既に進めており、30 年代文学に関する研究
以上の成果を十分に期待しうる体制が整っ
ている。 

 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、1960 年代の思想研究・メ

ディア研究・文化研究といった隣接する研究
領域と 30 年代の問題とを接続することでし
か見えてこない、新たな 60 年代文学論とな
ることである。 
 本研究課題の特色は、文学をはじめとして、
政治・思想・サブカルチャーといった多様な
領域をも包摂することで、各個別ジャンル毎
に研究されてきた日本の 1960 年代の知的言 
説の特質を複雑で多層的な諸関係の総体と
して共時的に究明する点、さらに 1930 年代
と 1960 年代をさまざまな角度から対照させ
ながら、文学概念の再検討を行う点にある。
単線的な影響関係にとらわれず、相互参照的
に1930年代の諸言説と1960年代のそれとの 
構造的な類似性と差異が抽出できるものと
期待される。 

 しかしそうした試みは、1960 年代の文学
をその錯綜体において特権化するものでは
ない。あるいは、多くの 60 年代論がそうで
あるように、世代論的に現代からレトロスペ
クティブに回顧するものでもないし、特権的
に「1968 年」を論じることでもない。60 年
代を経験していない世代による本研究は、そ
のような陥穽に陥ることなく、60 年代の文学
を成立させる物質的な条件をも明らかにす
る内容と射程を持っている。 

60 年代の文学を取り巻く出版ジャーナリ
ズムやメディアに着目するのは全メンバー
が共有する前提であり、純文学／大衆文学、
カルチャー／サブカルチャー、文学／政治、
事実／虚構といった 60 年代の文学をめぐる
新たな線引きと錯綜した諸言説の再編の動
きは、そのようなメディア論的な観点なくし
ては分析しえない。とりわけ 60 年代は、深
沢七郎『風流夢譚』や大江健三郎『セヴンテ
ィーン』をめぐる筆禍事件、三島由紀夫『宴
のあと』をめぐるモデル裁判など文学の自立
性そのものが社会的に問われた時代であっ
た。こうした問題系を 1930 年代に遡行して
分析し、60 年代の文学が何を構造的に反復し
ていたのかという、戦前と戦後を貫通する近
代日本の知的言説の臨界点も明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
 その転換を検証するにあたって、本研究が
主に注目するのは次の二点である。 
（１）1930 年代文学との反復と差異という観
点からの検証。 
例えば、左派文学運動の挫折と〈大衆〉を

巡る論争を経由してロマン主義 文学の復興
と再評価が行われるという「文壇」内部の動
向、また、この時期に盛んに交わされた〈政
治と文学〉〈戦後文学〉〈純文学〉等々の論争
で 1930 年代の文学・思想の動向が重要な参
照項となったことなど、表層的な次元でも
「1930 年代文学」と「1960 年代文学」の間
に相似性は認められる。思想と文学とがそれ
ぞれの領域を重ね合わせながら、先進性とア
クチュアリティを持ち得た（と信じられた）
時代として、1930 年代文学は 1960 年代に浮
上した。無論、異なる時代的条件下の文学・
思想が、全く同形の軌跡を描いたと考えるこ
とはできない。むしろ、相似的な参照項は、
そこに介在する差異をこそ明瞭にすべく働
く。例えば、「ロマン主義」という問題が 60
年代に浮上するとき、そこには「遅れ」の意
識が戦後世代固有のトラウマとして形成さ
れた（三島由紀夫、大江健三郎）。地勢学的
な世界認識が問題となるとき、朝鮮半島、二
つの中国、そしてベトナムを経由した 60 年
代の文学は、既に「西欧とアジア」という単
純な二項対立に逃避できず、戦後の占領期を



 

 

経て露見したナショナリティの「ねじれ」を
常に直視せざるを得なかった。そしてなによ
り、テレビ、マンガをはじめとするポピュラ
ーカルチャーの爆発的な広がりによって、
「ハイカルチャー」としての文学の地位は、
既にその根底を揺るがされていた。 
（２）ポピュラーカルチャーの衝撃を文学・
思想史の問題として捉え直すこと。 
これが、二つめの着眼点である。現在、ポ

ピュラーカルチャー研究は、文学研究による
領土化を脱して固有の進捗を見せつつある
が、ポピュラーカルチャーが、文学がドミナ
ントな言説としてあった文化状況に与えた
衝撃をトータルに捉え直す試みは、未だない
といってよい。とりわけ、60 年代における文
学概念の変容を、詩的言語の変質、ないし失
速という観点から捉え直すことは重要であ
る。70～80 年代に全盛を迎えるポピュラーカ
ルチャーの隆盛が、多くのコピーライター達
によって牽引されていたことは疑えない。そ
こに見られたのは、「詩的言語のポストモダ
ン化」とでもいうべき状況であったが、彼等
コピーライターの中には、60 年代に〈政治と
文学〉という問題系に深くコミットし、そこ
から離脱した者達が多く含まれていた。 
 また、この時代、「近代文学研究」が学問
分野の領域を確立し始めた時期であった
（1965 年『日本近代文学』 創刊）ことに鑑
みるならば、それは現在、研究対象として自
明視されている文学概念を改めて問い直す
試みともなる。 
  
４．研究成果 
 
本研究課題の特色は、文学をはじめとして、

政治・思想・サブカルチャーといった多様な
領域をも包摂することで、各個別ジャンル毎
に研究されてきた日本の 1960 年代の知的言
説の特質を複雑で多層的な諸関係の総体と
して共時的に究明する点、さらに 1930 年代
と 1960 年代をさまざまな角度から対照させ
ながら、文学概念の再検討を行う点にある。
単線的な影響関係にとらわれず、相互参照的
に1930年代の諸言説と1960年代のそれとの
構造的な類似性と差異を抽出し、思想的、メ
ディア論的な文脈を視野に収めつつ、これら
の事件における 30 年代／60 年代の差異と反
復を辿ることで、政治・文学・メディアの相
関の具体相とその通時的変容を明らかにす
ることが可能となる。 
 このような本研究課題に基本的な展望を
もたらすための合意事項、方法論を確認した
上で、各研究分担者がこれまでの 1930 年代
の文学研究の成果を参照枠としながら、60 年
代の文学が何を構造的に反復しつつ、80 年代
の文学終焉言説を準備したのかを通時的に
明らかにすると同時に、80 年代の文学が他の

ジャンルとどのように葛藤しながら変容し
ていったのかを共時的にとらえることがで
きた。 
 平成 20 年度は、第 1 回会合として、8 月
27 日、東北大学において研究報告会を、同月
28 日、山形国際交流プラザにおいて、ドキュ
メンタリー映画上映、及びそれに関わる討論
会を開催した。時代と直接に関わりを持った
メディアとしてのドキュメンタリー映画を
実見し、それに学びながら今後の研究計画全
体のデザインについて認識を共有した。第 2
回会合として、北海道大学において 2 月 28
日、3 月１日の両日にわたって、各自の研究
経過を報告し合い、来年度の台湾におけるシ
ンポジウムに向けて準備を行った。 
 平成 21 年度は、初年度の研究成果を踏ま
えて、研究を推進していった。その一つの研
究成果として、8月 19、20 の両日にわたって、
「日本近代文学とサブカルチャーの境界」と
題して、台湾の輔仁大学でシンポジウムを共
催した。本研究課題は、1960 年代の日本の文
学をめぐる言説を、アジア、在日、戦争、ポ
スト植民地主義といった問題系と 1930 年代
のファシズムと植民地主義の時代の文学を
めぐる言説と接続させることで、ナショナリ
ズムの観念を再検討し、近代国民国家の枠組
みの内部で行われてきた近代の文学・文化研
究の限界を解消することも目指しており、そ
の研究成果をアジアに向けて発信すること
は有意義な試みであった。 
 最終年度である平成 22 年度は、多くの成
果をまとめる総括的な研究の段階に至る。前
年度のシンポジウムを中心とした成果を踏
まえて、成果報告の最終的な検討と点検、全
体の総括を兼ねて、8月 27 日、北海道大学に
おいて第 3回会合を開催した。 
最終的な成果は、研究成果報告書にまとめ

られ、紙媒体として刊行した。 
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